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カメラ・マイクユニット

CMU-BR100

取扱説明書

安全のために

事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。
安全のための注意事項を守る
故障したら使わない
万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理を依
頼する

警告表示の意味
取扱説明書では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解し
てから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電・破裂などに
より死亡や大けがなど人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などにより死
亡や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故に
よりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることが
あります。
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分解しない
故障や感電の原因となります。内部の点検および修理はソニーの相談窓口ま
たはお買い上げ店、ソニーサービス窓口にご依頼ください。

内部に水や異物を入れない
本機は防水仕様ではありません。
水や異物が入ると火災や感電の原因になります。万一、水や異物が入ったと
きは、すぐに使用を中止し、お買い上げ店またはソニーサービス窓口にご相
談ください。

小さな部品は幼児が飲み込む恐れがあるので、手の届かないところ
に保管する
万一、誤って飲み込んだときは、窒息する恐れがありますので、ただちに医
師にご相談ください。

安全上のご注意

カメラのレンズ部分に触らないでください。
落としたり振ったりしないでください。
高温や、強い磁気製品の近くで使用しないでください。
次のような場所では使用しないでください。
埃が多い場所
湯気や煙がかかる場所
水滴がかかる場所

使用中は、テレビからUSBケーブルを抜かないでください。
長時間使用したときなどに、テレビや本機が熱くなることがあります。手
で触れると熱く感じることもありますが、故障ではありません。
カメラ・マイクユニットの最新の情報については、ホームページ 
（http://www.sony.co.jp/support）をご覧ください。

カメラのお手入れ方法
カメラはやわらかい布で優しく拭いてください。
汚れがひどいときは中性洗剤と温かいお湯を少々つけて湿らせた布でふき
取ってください。
化学ぞうきんを使うときは、パッケージに記載されている指示に従ってく
ださい。
シンナーやアルコールやベンジンのような化学薬品は使わないでくださ
い。

主な仕様
電源：DC 5 V、最大500mA
外形寸法（幅×高さ×奥行き）：186 mm × 32 mm × 35 mm
質量：98 g
使用温度：0 ℃ ～ 40 ℃
レンズ：F/2.0、最大視野角51.75˚　（HDモード時）
光学センサー（解像度）：CMOSセンサー（1280 × 720）
出力フォーマット：最大 1280 × 720（HD*）
* 出力フォーマットは、接続する機器や通信速度に依存し、HDに対応していないこと
があります。
フレームレート：22 fps（HD）、30 fps（VGA）
マイク：単一指向性マイク×4（ステレオではありません）
インターフェース：USB2.0
付属品： アタッチメント（1）、取扱説明書（本書）（1）

商標について
この製品にはSkypeKitバージョン3が含まれています。
Copyright 2003-2010, Skype Limited
特許出願中
Skypeの名称、これに関連する商標とロゴ、および「S」マークは、Skype 
Limitedの商標です。
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http://www.sony.net/

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人
身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱
いかたを示しています。

この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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各部の名称

 

 


 LED 
（撮影中に点灯します）

 レンズ

 マイク×4 
（ステレオ用ではあり
ません）

 USBケーブル

 ケーブルホルダー

50˚ 30˚

30˚

30˚

前面：

60˚

95˚

角度調整の範囲

カメラ・マイクユニットを設置する
本機を、いずれかの方法で設置してから、USB ケーブルをテレビなどの接続機器のUSB 端子に接続してください。
 テレビの上に取り付ける／ テレビの前に設置する
 

Skype™を使う
Skype を利用して、ビデオ通信や音声通話ができます。

使用上のご注意
本機と接続する機器はブロードバンド回線でインターネットに接続してください。
インターネット回線のスピードによっては、画質・音質が劣化することがあります（無線LAN のご利用も同様に画質・音質の劣化の原因となります）。
一部機能は、Skype と同時のご利用ができません。
Skypeのアカウント取得、サインイン、ユーザー間のビデオ通話は無料です。携帯電話や固定電話に格安通話を発信できるSkypeクレジットなどの他のサー
ビスには、加入が必要です。
Skype の詳細については、http://www.skype.com をご覧ください。

Skypeは緊急電話に使用できません
Skypeは通常の電話に取って代わるサービスではないため、緊急通報に使用することはできません。

Skypeを起動する
ホーム画面→［ ］を選択して、Skype を起動してください。
初めて起動するときは、使用条件への同意、ご利用の地域の入力が必要です。画面の表示にしたがって、必要事項を入力してください。

ご注意
本機をテレビにつないでも使えないときは、テレビのソフトウエアを最新版に更新してください。
テレビをネットワークに接続し、次のように選びます。
ホーム（HOME）ボタンを押して、 ［設定］→［製品サポート］→［ソフトウェアの更新］

Skypeのアカウントを作成する
はじめてSkype を使用するときや新しいアカウントを取得するときに行います。
画面の表示にしたがって、ご希望の［Skype Name］、［Password］、お持ちのE-mail アドレスを入力し、アカウントを取得してください。
アカウントの取得が成功すると、自動的にサインインして操作画面に移ります。
ご注意  ［Skype Name］、［Password］は次回のサインインにも使用します。忘れないようにしてください。

Skypeにサインインする
画面の表示にしたがって、お持ちの［Skype Name］、［Password］を入力し、サインインしてください。

Skypeで通話を楽しむ
コンタクトリストに追加する 
ご希望の通話相手をコンタクトリストに登録できます。［Tools］→［Find Contacts］で画面の表示にしたがって通話先を登録してください。
こちらから発信して通話する 
［Contacts］または［History］から通話相手を選択して発信します。画面の表示にしたがってお好みの方法で発信してください。 
また、［Find Contacts］から通話相手を検索することもできます。
相手からの着信を受ける 
Skype にサインインしているときに着信があると、画面に応答メニューが表示されます。画面の表示にしたがってお好みの方法で着信を受けてください。
サインインしたままにしておくと、テレビやビデオを見ているときでも着信を受けられます。（インターネットに常時接続している必要があります。）
テレビの電源が切れているときやサインアウトしているときは、着信を受けられません。
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